
第１８回汚職防止刑事司法支援研修 
「汚職犯罪の摘発・処罰能力の強化と官民連携・国際協力の推進」 

 
１ 日程及び参加者 

○ 平成２７年１０月１４日（水）から同年１１月１９日（木）まで 
○ 海外参加者１８か国２４名 
○ 国内参加者６名 

 
２ 研修概要 

本研修は，汚職犯罪の効果的な摘発・処罰のための方策，とりわけ，先端的な捜査手法

等の導入とそれに関連する論点に加え，近時ますますその重要性を増しつつある官民連携

及び国際協力の推進のための諸方策の探求を検討課題として実施した。 
 

３ 講義等 
アジ研教官による講義のほか，以下の客員専門家・外部講師による講義を実施した（敬

称略。肩書は当時のもの。）。 
 【国外客員専門家】 

○ サイ・チウ・ワン     香港・独立反汚職防止委員会 副委員長 
○ リヒャルト・フィンデル  ドイツ・ランツフート地方裁判所 部総括判事 

  【外部講師】 
○ 壱 岐 恭 秀  警察庁刑事局組織犯罪対策部 
           国際捜査管理官付課長補佐 
○ 伊 藤 陽 介  警察庁刑事局組織犯罪対策部組織犯罪対策企画課 

 犯罪収益移転防止対策室 課長補佐 
○ 王   雲 海  一橋大学法学研究科 教授 
○ 川 野 洋 治  消費者庁消費者制度課 政策企画専門官 

  ○ 齋 藤 隆 博  東京地方検察庁 特別捜査部長 
○ 杉 山 一 彦  公正取引委員会 特別審査調整官 
○ 津 田 尊 弘  財務省国際局 国際機構課 課長補佐 
○ 早 川 吉 尚  弁護士法人 瓜生・糸賀法律事務所 弁護士 
○ 広 瀬 元 康  弁護士法人 瓜生・糸賀法律事務所 弁護士  

  以 上 
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